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北
海
幹
線
用
水
路
は
、
空
知
平
野
の
水
田
を
潤
す
長
大

な
も
の
で
、
空
知
中
央
部
の
赤
平
市
か
ら
、
砂
川
市
、
奈

井
江
町
、
美
唄
市
、
三
笠
市
、
岩
見
沢
市
、
北
村
、
栗
沢

町
、
南
幌
町
と
北
か
ら
南
へ
約
80
㎞
に
及
ぶ
。
こ
れ
は
日

本
で
も
っ
と
も
長
い
農
業
用
水
路
で
、
受
益
面
積
は
約

２
万
６
０
０
０
ha
に
達
す
る
。

　

用
水
路
の
ル
ー
ト
は
赤
平
の
空
知
川
頭
首
工
（
水
の
取

り
入
れ
口
）
か
ら
夕
張
山
地
の
西
側
の
丘
陵
下
部
に
沿
っ

て
南
下
す
る
の
で
、
途
中
い
く
つ
か
の
小
河
川
を
ま
た
い

だ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
箇
所
で
は
水
路

橋
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ペ
ン
ケ
ウ
タ
シ
ナ
イ
川
の
上
を

通
る
ペ
ン
ケ
ウ
タ
シ
ナ
イ
水
路
橋
な
ど
は
そ
の
代
表
的
な

例
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
奈
江
川
、
奈
井
江
川
、
産

化
美
唄
川
、
茶
志
内
川
、
栗
沢
の
加
茂
川
な
ど
に
水
路
橋

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
美
唄
川
、
幾
春
別
川
、
幌

向
川
、
新
夕
張
川
な
ど
、
逆
サ
イ
フ
ォ
ン
を
設
け
て
川
の

下
を
抜
け
る
工
法
が
採
ら
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

丘
陵
末
端
と
は
い
え
、
山
腹
に
は
起
伏
が
少
な
く
な
い

か
ら
ト
ン
ネ
ル
で
通
過
す
る
箇
所
も
あ
る
。
か
つ
て
空
知

地
方
に
は
多
く
の
炭
鉱
が
あ
っ
て
石
炭
積
み
出
し
の
鉄
道

が
東
西
方
向
に
通
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
鉄
道
路
線

の
上
下
を
抜
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。　

　

灌
漑
用
水
路
は
農
家
に
と
っ
て
営
農
に
不
可
欠
な
も
の

だ
が
、
一
般
市
民
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
存
在
も
意
義
も
知
ら

な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
時
に
は
邪
魔
な
存
在
だ
と
思
わ
れ

て
い
る
場
合
す
ら
あ
る
。こ
と
に
こ
の
用
水
路
は
市
街
地
、
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米どころ空知を貫く
もう一つの「川」

 
北
海
幹
線
用
水
路 

短
期
間
で
完
成
し
た「
難
工
事
」

　

用
水
の
受
益
面
積
約
2
万
6
0
0
0
ha
と
い
う
の
は
北

海
道
の
水
田
面
積
比
（
1
9
9
7
年
）
と
し
て
は
約
10
・

8
％
に
な
る
。
北
海
道
の
水
田
の
約
75
％
は
空
知
、上
川
、

石
狩
地
方
に
あ
る
か
ら
、
こ
の
中
で
の
割
合
は
も
っ
と
大

き
い
。

　

用
水
路
計
画
は
1
9
0
9
（
明
治
42
）
年
に
立
て
ら
れ

た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
後
不
況
な
ど
で
実
現
に

至
ら
な
か
っ
た
。
1
9
1
5
（
大
正
4
）
年
に
再
び
計

画
が
浮
上
、
1
9
2
1
（
大
正
10
）
年
調
査
が
行
わ
れ
、

1
9
2
3
（
大
正
12
）
年
11
月
に
着
工
の
予
定
で
あ
っ
た

が
、
関
東
大
震
災
の
あ
お
り
で
ま
た
ま
た
延
期
、
よ
う
や

く
1
9
2
4
（
大
正
13
）年
着
工
、
4
年
4
ヵ
月
と
い
う

短
期
間
で
1
9
2
9
（
昭
和
4
）
年
に
完
成
し
た
。

　

赤
平
頭
首
工
か
ら
6
工
区
に
分
け
ら
れ
、1
9
2
5（
大

正
14
）
年
か
ら
着
工
、
そ
の
後
、
各
所
で
揚
水
機
場
、
分

水
工
、
放
水
工
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
。
箇
所
に
よ
っ
て
は

着
工
後
も
地
主
の
了
解
が
得
ら
れ
ず
、
土
地
買
収
が
進
ま

な
い
で
難
航
し
た
と
い
う
が
、
最
後
に
は
解
決
し
て
予
定

通
り
工
事
は
完
了
し
た
。
ま
た
、
工
事
中
に
洪
水
や
出
水

が
起
き
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

　

支
線
（
支
幹
線
、
支
派
線
）
水
路
と
し
て
は
豊
沼
、
茶

志
内
、
晩
生
内
お
よ
び
沼
貝
幹
線
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら

は
北
海
幹
線
用
水
路
と
平
行
し
て
着
工
さ
れ
、
1
9
2
9

（
昭
和
4
）
年
に
竣
工
し
た
。
函
館
本
線
、
室
蘭
本
線
の

鉄
道
を
横
断
す
る
工
事
は
当
時
の
鉄
道
省
に
委
託
さ
れ
て


